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散歩をしてたら
富⼠⼭の頂上に着いた



521社に対して
17,818時間をかけて
働き⽅改⾰を⽀援し、
そこで得た学びを

この30分に凝縮して説明



働き⽅改⾰を⽬指す企業



働き⽅改⾰の成功例・失敗例（521社より）

60%
+52%

31%

67%

62%

働き⽅改⾰を⽬指して
失敗してしまう企業

会社の成⻑と社員の幸せを
⽬指す企業



従業員数

国内中⼼ グローバル

⾃⼰紹介
多い

少ない







多様性

異質を避けないこと
変化の起点

他との違いを知り、⼰を知る



「会社の成⻑」と「社員の幸せ」を両⽴させるには
会社

（ずっと儲かる）

社員
（ずっと幸せ）

トップダウン

⾃発的成⻑

利益貢献
エンゲージメント
働きがい

成⻑・⾃⼰実現
承認（⾃由と責任）

ビジョン・⽅針
仕組み改善

新たな⽂化づくり

覚悟
裁量権

腹落ち感



腹落ち感



幸せ



あなたはどういった時に「幸せ」を感じますか
(22社16.2万⼈ アンケート結果)

8割が仕事外で
幸せを感じる



働きがい



社員が感じる働きがいとは

承 認 達 成

⾃ 由

(22社16.2万⼈に対する アンケート結果より)



意思決定プロセスにより⻑時間労働が⽣まれる

⼀般的な⽇本企業の
意思決定プロセス

議論はもうしない
実⾏議論

情報収集・合議
 100%完璧を⽬指す資料作成
 会議の為の会議…

振り返らない…

決定

成⻑企業の
意思決定プロセス

さらなる議論、決定の修正も
実⾏議論

情報収集
すぐに⾏動 振り返って失敗の学びを

次の⾏動に活かす成功スパイラル決定
知識社会で競争を制するのはスピード！

1. 現場に⾃由と責任を与える覚悟
2. ⾏動に移して、振り返って改善していく社員

⻑時間労働を
なくす為には



成⻑する為に必要なこと
1. まず⾛り出すこと
2. ⾛りながら修正していくこと
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働き⽅改⾰を進める上で必要なこと
1. 定量的なゴールを設定する
2. その進捗をしっかり⾒える化する



「働き⽅改⾰」推進のフレームワーク

なぜ？
⽬的・評価指標

⽬的 評価指標

⽬的 評価指標

⽬的 評価指標

⽬的 評価指標

⽬的 評価指標

何を？
変⾰テーマ・タスク

⽬的 評価指標

⽬的 評価指標

⽬的 評価指標

⽬的 評価指標

⽬的 評価指標

誰が？
推進者・責任部⾨

⽬的 評価指標

⽬的 評価指標

⽬的 評価指標

⽬的 評価指標

⽬的 評価指標

“⼈財”確保

コスト削減(残業削減)

業務効率向上

新規ビジネス開発

組織⼒強化

意識変⾰/企業⽂化

オフィス環境

⼈事制度

教育カリキュラム拡充

IT導⼊・活⽤

経営企画部⻑

総務部⻑

⼈事労務部⻑

IT企画部⾨

プロジェクトチーム



「働き⽅改⾰」推進ダッシュボード

“⼈財”確保
組織の健康状態総合スコア +8pts向上
離職率 -40%退職数／年

業務効率向上
在宅勤務対象者 100.0%
在宅勤務実施率 75.0%

コスト削減（残業削減）
平均残業時間 25%減少
紙材消費量 33%削減

新規ビジネス開発
新規プロジェクト数 +15%対前年
プロジェクトサイクル -20%

組織⼒向上
⼀⼈あたり売上⾼（全社）11.4%増
顧客商談数（営業部⾨）40.2%増



働き⽅改⾰の⽬的は、労働時間短縮だけではなく、
事業⽣産性（利益/投⼊リソース）の向上である

労働時間の再配置で事業⽣産性拡⼤

取組み前

機会創出

本質的なメリット

④新しい
付加価値へ
（教育）

コア業務

定型業務

ここで終わりに
しない

②圧縮
コア業務

定型業務

投下
リソース

時間⽣産性
の向上

③拡⼤①棚卸



Demo
AIに⽀配されない働き⽅



世界に分散する25名の専⾨家集団により
企業の課題解決をするティール組織



AIが働き⽅を可視化

26



AIが働き⽅を可視化

27



どのように「働き⽅改⾰」を推進すべきか

経営

現場

意識・⾏動（ソフト） 制度・設備（ハード）

①コミットメント
経営陣の覚悟
課題解決に向けた
障壁の除去
②⽂化・⾵⼟の定着
⾏動のきっかけと
なるイベント

情報発信

③業務変⾰・制度
定型業務の⾃動化,業
務効率の改善,
⼈事労務・評価
制度の改善
指標モニタリング

両輪が回らないと前へ進まないなりたい
姿へ



まとめ
1. ⽬的と⼿段の再確認を
2. ソフトとハードの両輪で
3. ⼿段としてのIT利活⽤を



クロスリバー & ラックで提供

⾦融機関向け「働き⽅改⾰」⽀援サービス

⽣産性 セキュリティリスク


